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ま
ず
、
こ
れ
ま
で
あ
っ
た
５
学
科
は
廃
止
し
、

総
合
経
済
学
科
と
い
う
名
称
の
１
学
科
に
し
ま

す
。
学
科
内
に
は
、
経
済
・
経
営
・
社
会
シ
ス

テ
ム
の
３
専
攻
を
設
け
、
各
専
攻
は
３
年
進
級

時
に
選
択
す
る
も
の
と
し
ま
す
。
幅
広
く
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
を
学
ん
だ
あ
と
に
専
門
分
野
を
絞

る
こ
と
を
レ
イ
ト
ス
ペ
シ
ャ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と

呼
び
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
（
ソ

た
修
了
要
件
を
見
直
し
、
さ
ら
に
国
際
経

済
論
、
世
界
経
済
論
、
ア
ジ
ア
経
済
論
、

欧
米
経
済
史
等
な
ど
の
専
門
科
目
か
ら
６

単
位
以
上
の
取
得
を
コ
ー
ス
修
了
要
件
と

す
る
な
ど
、
幅
広
く
か
つ
高
い
専
門
性
に

裏
付
け
ら
れ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成

を
目
指
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
名
称
は
グ

ロ
ー
バ
ル
・
コ
ー
ス
に
な
り
ま
す
。
こ
ち
ら

の
コ
ー
ス
に
つ
い
て
も
、
現
在
、
国
内
学

生
と
留
学
生
を
合
わ
せ
て
20
名
前
後
と
さ

れ
て
い
る
コ
ー
ス
定
員
を
40
名
規
模
に
ま

で
増
や
す
こ
と
と
し
、
よ
り
多
く
の
高
い

専
門
性
を
身
に
つ
け
た
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
を
輩
出
し
て
い
き
ま
す
。

　
滋
賀
大
学
で
は
で
は
２
０
２
２
年
度
に

教
養
教
育
改
革
を
行
い
ま
し
た
。
社
会
科

学
、
人
文
科
学
、
自
然
科
学
と
特
定
主

題
分
野
（
地
域
理
解
・
地
域
デ
ザ
イ
ン
、

環
境
、
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
）
に
分
か
れ
て

い
た
全
学
共
通
教
養
科
目
群
を
再
編
し
、

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
、
ク
リ
エ
ー
テ
ィ

ブ
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
、
サ
イ
エ
ン
ス
の
３
分

野
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

中
で
も
特
長
的
な
の
が
、
ク
リ
エ
ー
テ
ィ

ブ
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
分
野
の
導
入
で
す
。
こ
の
分

野
で
は
、
ア
ー
ト
思
考
、
デ
ザ
イ
ン
思
考
、
環

境
と
地
域
デ
ザ
イ
ン
な
ど
に
加
え
て
、
ア
ン
ト
レ

プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
な
ど
に
つ
い
て
も
学
ぶ
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
サ
イ
エ
ン
ス
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
、
芸
術
（
ア
ー
ト
）、
そ
し
て
数
学
（
マ

セ
マ
テ
ィ
ク
ス
）
の
頭
文
字
を
と
っ
て
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ

Ｍ
教
育
と
呼
ば
れ
ま
す
が
、
こ
の
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教

育
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
の
主
体
と

な
る
の
が
、
２
０
２
１
年
に
全
学
的
に
設
置
さ
れ

た
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
で
す
。
こ
の

セ
ン
タ
ー
は
２
０
２
２
年
度
よ
り
、「
リ
ベ
ラ
ル

ア
ー
ツ
・
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
」
と

名
称
変
更
さ
れ
、
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
と
の
融
合

や
そ
の
他
専
門
分
野
と
の
融
合
な
ど
を
積
極
的

に
は
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
２
０
２
２
年
10
月
を
目
途
に
全
学
セ

ン
タ
ー
と
し
て
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
セ
ン

タ
ー
を
設
立
す
る
構
想
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
セ

ン
タ
ー
を
通
じ
て
、
文
理
融
合
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
成
果
を
、
地
域
社
会
を
ふ
く
め
広
く
社

会
に
還
元
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
起
業
家

精
神
の
育
成
は
、
本
学
部
の
前
身
で
あ
る
彦
根

高
等
商
業
学
校
か
ら
引
き
継
が
れ
た
伝
統
の
流

経済学部長

中 野  桂

サ
エ
テ
ィ
5.0
）
で
は
幅
広
い
教
養

と
深
い
専
門
知
識
を
も
っ
た
人
材

の
育
成
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
、

近
年
文
部
科
学
省
な
ど
推
奨
し
て

い
る
学
修
方
式
で
す
。
本
学
部
の

場
合
、
学
科
の
壁
も
取
り
払
わ
れ

ま
す
の
で
、
レ
イ
ト
ス
ペ
シ
ャ
ラ

イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
成
果
を
３
︲
４
年

次
に
も
最
大
限
に
生
か
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
あ
っ
た

「
政
策
―
ビ
ジ
ネ
ス
革
新
創
出
人
材
プ
ロ
グ
ラ

ム
」（
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
副
専
攻
）
を
改
革

し
、
質
・
量
と
も
に
他
大
学
の
模
範
と
な
る
社

会
科
学
分
野
に
お
け
る
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教

育
を
提
供
し
ま
す
。
名
称
も
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
・
コ
ー
ス
に
変
わ
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
「
全

学
共
通
教
養
科
目
」
か
ら
６
単
位
、
経
済
学
部

「
コ
ア
科
目
」
お
よ
び
「
学
科
専
門
科
目
」
か
ら

16
単
位
、
そ
し
て
Ｄ
Ｓ
学
部
の
提
供
す
る
科
目

か
ら
22
単
位
の
合
計
44
単
位
以
上
を
習
得
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
な
ど
従
来
の
修

了
要
件
を
強
化
し
、
履
修
者
数
も
40
名
を
目
指

す
も
の
と
し
ま
す
（
こ
れ
ま
で
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
副
専
攻
の
履
修
者
数
は
こ
こ
数
年
10
名
程

度
）。

　
ま
た
、
共
創
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
24
単
位
だ
っ

クリエーティブ・スタディーズ
2022年 教養教育改革

リベラルアーツ教育
教育の源流

れ
を
汲
む
も
の
で
あ
り
、
本
学
部

は
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
中
核
的
な
役
割
を

担
う
と
と
も
に
、
引
き
続
き
社
会

を
活
性
化
す
る
人
材
の
育
成
を
は

か
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
滋
賀
大
学
経
済
学
部
の
教
育
の

源
流
に
は
、
彦
根
高
商
で
最
も
長

く
校
長
を
務
め
た
矢
野
貫
城
ら
に
よ
る
リ
ベ
ラ

ル
ア
ー
ツ
教
育
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
理
念
は
古

く
な
る
ど
こ
ろ
か
、
複
雑
化
す
る
現
代
社
会
に

あ
っ
て
ま
す
ま
す
輝
き
を
増
し
て
い
ま
す
。
先
達

の
叡
智
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
一
時
の
流
行
に
惑

わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
次
の
１
０
０
年
を
担
っ
て

い
く
有
為
な
若
者
た
ち
が
育
っ
て
い
く
、
そ
ん
な

学
び
舎
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

【
中
野
桂
経
済
学
部
長
ご
寄
稿
】

レイトスペシャライゼーション
2023年 経済学部改組

陵水会企画委員 
陵水会大阪支部
幹事長 
北 本 和 志
（大25回）

陵水会館のリニューアル (耐震補強 )と滋賀大学のブランド力の向上に

彦根高商創立100周年記念 (2023年 )　
滋賀大学・陵水会共同事業のスケルトン

これからの日本の企業や経済人に必修のDSを活用したビジネスサイエンスの知識を
企業には産学連携による社会への貢献、OB・OGには教育リカレントで支援します

・企業の経営層・リーダー層・若手への研修コースを来年に向けて開発・公開予定

・企業との産学連携による企業の課題の解決

今後、東京、彦根でのビジネスフォーラムの開催や商工会の講演会等、
データーサイエンスを活用したビジネスの日本経済に与えるインパクトについて、総会や新聞、
HPを通じ、より多くのOB・OGに認識してもらいます。

新進気鋭の文理融合を推進する経済学部教授の誘致、一年制大学院の新設

リカレント教育　    　　　　　　　　　　　 
現場の課題に直面している社会人　のためのリカレント教育　
　ビジネス力 / データサイエンス力 / データエンジニア力

MOOC教材開発
・経営戦略　　　・マーケティング
・ファイナンス　　　　・人事
・統計学など他分野のビジネス･データサイエンス教材を製作

・日本トップを走るビジネスサイエンスの先生を誘致し、最先端を走る経済学部としての高い位置（ポテンシャル）を示していく
・アントレプレナー寄付講座やアントレプレナーシップセンターの開設
・Next Ryosui の創設、名簿の抜本的改訂に取り組み、各支部のクラブ・サークル等の OB・OG の活動に寄与する。
  若手を含む会員のコミュニケーションを活性化する。

・建学の精神(士魂商才)を学び、未来への「SHI-KON-SHO-SAI」を創造する
・「陵水100年史」を発刊し、高商時代からの足跡を残し学ぶ
・ビジネスサイエンスを基とする若手スタートアップの支援の
　拠点や陵水会OB・OGのサロンとして活用
・５万円以上の寄付者の名前が入った銘板を設置
・データサイエンスの西日本全体における拠点とし、ビッグデータとAI活用による産学連携を推進する

陵水会館は国の重要文化財です。
ヴォーリズ建築事務所の設計により昭和13(1938)
年彦根高商の同窓会館として建てられた。リニュー
アル（耐震補強）費用の一部負担をし次世代に引き
継がれ後輩達の活躍を見守ります。

安田 泰幸 氏 作 小倉 栄一郎 先生 作


